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推進標語
「道路ふれあい月間」

「 

気
持
ち
い
い

に
っ
こ
に
こ 

」

道
路
で
あ
い
さ
つ

６ ６
655

　

全
国
道
路
利
用
者
会
議
第
76

回
定
時
総
会
の
開
会
に
あ
た

り
、
古
口
達
也
副
会
長
（
栃
木

県
茂
木
町
長
）
が
挨
拶
を
行
っ

た
。

　

議
長
に
は
、
檜
山
俊
宏
筆
頭

副
会
長
（
広
島
県
議
会
議
員
）

を
指
名
し
議
事
が
進
め
ら
れ

た
。
は
じ
め
に
、
令
和
５
年
度

事
業
報
告
、
同
収
支
計
算
書
が

審
議
さ
れ
た
。
続
い
て
、
役
員

の
一
部
改
選
、
令
和
６
年
度
事

業
計
画
、
同
収
支
予
算
書
及
び

会
費
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
、
本
年
10
月
10
日

（
木
）
に
青
森
県
で
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
る
第
74
回
全
国
大

会
に
つ
い
て
吉
田
満
青
森
県
道

路
利
用
者
会
議
会
長
（
青
森
県

深
浦
町
長
）
か
ら
大
会
及
び
道

路
視
察
な
ど
準
備
状
況
に
関
す

る
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

定
時
総
会
は
休
憩
を
は
さ
ん

で
再
開
さ
れ
、
は
じ
め
に
古
賀

誠
会
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。
続

い
て
、
佐
藤
信
秋
会
長
特
別
補

佐
（
参
議
院
議
員
）
、
斉
藤
鉄

夫
国
土
交
通
大
臣
、
青
木
愛
参

議
院
国
土
交
通
委
員
長
よ
り
挨

拶
を
頂
い
た
。

　

ま
た
来
賓
と
し
て
、
国
会
議

員
、
国
土
交
通
省
道
路
局
幹

部
、
高
速
道
路
会
社
幹
部
な
ど

の
ご
出
席
を
頂
い
た
。

　

続
い
て
、
全
国
道
路
利
用
者

会
議
を
代
表
し
て
油
野
和
一
郎

理
事
（
石
川
県
か
ほ
く
市
長
）

が
意
見
発
表
を
行
い
、
坂
本

克
己
副
会
長
（
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
会
長
）
が
決
議
を
朗

読
し
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

た
。

　

定
時
総
会
終
了
後
、
採
択
さ

れ
た
要
望
書
を
持
ち
、
国
会
議

員
に
対
し
て
要
望
活
動
を
行
っ

た
。《

２
・
３
面
に
関
連
記
事
》

合
会
、
利
用
者
側
の
皆
様
方
に

も
、
こ
の
会
の
行
く
末
に
力

強
い
ご
支
援
と
ま
た
ご
指
導
い

た
だ
き
、
全
国
道
路
利
用
者
会

議
と
し
て
成
長
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
、

日
本
バ
ス
協
会
、
全
国
ハ
イ
ヤ

ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会
の
皆
様

方
に
、
今
後
と
も
さ
ら
な
る
、

ご
支
援
と
そ
し
て
お
力
添
え
を

こ
の
機
会
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

来
年
は
、
戦
後
80
年
を
迎
え

ま
す
。
先
人
や
先
達
の
努
力
と

国
民
の
絶
え
間
な
い
協
力
に
よ

っ
て
自
由
で
平
和
で
、
そ
し
て

安
心
で
き
る
国
土
の
中
で
、
我

々
は
今
日
を
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
一
番

大
事
な
国
土
の
安
心
と
安
全
が

今
、
脅
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

り
ま
す
。
当
会
議
の
根
底
に
あ

る
政
治
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
動

の
原
点
に
お
い
て
、
今
年
も
１

年
、
国
民
の
期
待
に
応
え
て
い

く
全
国
道
路
利
用
者
会
議
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
、
皆
様
方
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
日
は
、
全
国
各
地
か
ら
こ

の
よ
う
に
大
勢
の
皆
様
に
ご
参

集
を
い
た
だ
き
、
令
和
６
年
度

の
全
国
道
路
利
用
者
会
議
第
76

回
定
時
総
会
を
こ
の
よ
う
に
活

力
溢
れ
る
会
と
し
て
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
心

か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
国
会
開
会
中
で

極
め
て
ご
多
忙
の
中
に
、
斉
藤

国
土
交
通
大
臣
を
は
じ
め
副
大

臣
、
大
臣
政
務
官
の
皆
様
方
、

大
勢
の
国
会
議
員
の
先
生
方

に
、
こ
の
よ
う
に
ご
出
席
を
賜

る
こ
と
が
で
き
、
日
頃
の
ご
指

導
に
対
し
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
、
心
か
ら
感
激
と
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
こ
の
枕
詞
で

始
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
を

誠
に
残
念
に
思
い
ま
す
と
同
時

に
悲
し
い
気
持
ち
で
あ
り
ま

す
。
元
日
、
令
和
６
年
能
登

半
島
地
震
が
発
生
い
た
し
ま
し

た
。
大
き
な
災
害

の
中
で
、
今
な
お

被
災
地
の
多
く
の

方
々
が
、
ご
苦
労

い
た
だ
き
、
ま
た

ご
心
労
が
絶
え
な

い
現
実
を
考
え
て

い
ま
す
時
に
、
我

々
、
為
政
者
は
何
を
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
、
こ
の
ま
ま
で
い

い
の
だ
ろ
う
か
、
こ
ん
な
深
い

反
省
を
覚
え
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
今
日
は
そ
の
被
災
地
を
代

表
さ
れ
ま
し
て
、
石
川
県
か
ほ

く
市
の
油
野
市
長
か
ら
意
見
発

表
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
私
た
ち
は
真
摯
に

今
の
状
況
を
し
っ
か
り
と
市
長

か
ら
お
聞
き
し
、
我
々
に
何
が

で
き
る
ん
だ
ろ
う
か
、
何
を
や

る
べ
き
な
の
か
、
中
長
期
的
な

災
害
復
旧
と
合
わ
せ
ま
し
て
、

我
々
一
人
一
人
が
心
の
中
に
感

じ
る
も
の
も
今
日
は
覚
え
て
帰

ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
年
の
予
算
も
国
会
議

員
の
先
生
方
の
お
力
添
え

を
い
た
だ
い
て
、
年
度
内
に

１
１
２
兆
５
０
０
０
億
円
の
国

家
予
算
を
組
ん
で
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
道
路
関
係
予
算

は
、
２
兆
１
１
８
３
億
円
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
毎
年
日
本
列

島
の
ど
こ
か
で
、
時
と
場
所
を

選
ば
ず
大
災
害
が
日
本
の
国
土

に
は
襲
っ
て
き
て
い
ま
す
。
国

土
強
靱
化
と
言
い
続
け
な
が

ら
、
も
う
数
年
の
時
を
刻
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
国

土
強
靱
化
の
基
本
法
の
中
で
、

加
速
化
対
策
と
し
て
予
算
を
組

み
上
げ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
一
歩
前
進
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
加
速

化
事
業
も
本
年
最
後
の
年
を
迎

え
ま
す
が
、
先
生
方
の
お
か
げ

を
持
ち
ま
し
て
、
昨
年
会
期
末

で
は
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

大
変
ご
苦
労
い
た
だ
き
ま
し

て
、
国
土
強
靱
化
基
本
法
を
改

正
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
加

速
化
対
策
の
最
終
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
こ
の
改
正
さ
れ
た

国
土
強
靱
化
の
基
本
法
に
基
づ

き
ま
し
て
、
国
土
強
靱
化
実
施

中
期
計
画
を
早
急
に
策
定
し
、

し
っ
か
り
し
た
財
源
を
確
保
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
国
土

強
靱
化
基
本
法
を
一
歩
も
二
歩

も
前
進
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
私

た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
り
ま
す
。

　

全
国
道
路
利
用
者
会
議
は
、

昭
和
24
年
に
創
立
を
さ
れ
た
、

大
変
長
い
歴
史
の
あ
る
団
体

で
あ
り
ま
す
。
時
代
と
と
も

に
、
今
日
も
ご
出
席
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
、
日
本
バ
ス
協
会
、

全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連

財源を確保し利用者目線で道路整備の推進を！財源を確保し利用者目線で道路整備の推進を！
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催
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全
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路
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用
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全
国
道
路
利
用
者
会
議
は
、
去
る
５
月
14
日
（
火
）
、
東
京
都
千
代
田
区
の
「
砂
防
会
館

別
館　

シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
」
に
お
い
て
、
『
第
76
回
定
時
総
会
』
を
開
催
し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
関
係
者
約
７
０
０
名
が
参
加
し
、
斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣
、
青
木
愛
参

議
院
国
土
交
通
委
員
長
を
は
じ
め
国
会
議
員
（
衆
議
院
議
員
１
１
４
名
、
参
議
院
議
員
41

名
）
な
ど
の
来
賓
が
多
数
出
席
し
た
。

　

総
会
で
は
令
和
５
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
計
算
書
、
役
員
の
一
部
改
選
、
令
和
６
年
度

事
業
計
画
、
同
収
支
予
算
書
及
び
会
費
な
ど
を
審
議
し
た
。
さ
ら
に
山
積
す
る
道
路
整
備
の

課
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
新
た
な
財
源
の
創
設
を
求
め
る
等
の
決
議
を
採
択
し
、
国
会

議
員
に
要
望
し
た
。

決　

議

　

次
に
掲
げ
る
項
目
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
実
現
す
る
こ
と
。

一
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
の
最
終
年
度

と
な
る
令
和
七
年
度
に
お
い
て
も
、
必
要
な
予
算
・
財
源
を
確
保
す
る
こ

と

　
　

ま
た
、
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
な
ど
を
踏
ま
え
、
国
土
強
靱
化
実
施
中

期
計
画
を
令
和
六
年
内
の
早
期
に
策
定
し
、
必
要
な
予
算
・
財
源
を
別
枠

で
確
保
す
る
こ
と

一
、
我
が
国
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
成
長
力
及
び
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る

た
め
高
規
格
道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
、
重
要
物
流
道
路
の
整

備
推
進
な
ど
、
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
こ
と

一
、
高
速
道
路
料
金
に
つ
い
て
、
利
用
に
応
じ
た
料
金
制
度
と
し
つ
つ
、
事
業

者
向
け
割
引
を
継
続
す
る
こ
と

一
、
経
済
活
動
の
生
産
性
向
上
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
を
図
る
た

め
、
利
用
者
目
線
で
の
渋
滞
対
策
の
実
施
、
道
の
駅
な
ど
の
休
憩
施
設
の

機
能
強
化
、
中
継
物
流
拠
点
の
整
備
及
び
交
通
結
節
機
能
の
強
化
を
推
進

す
る
こ
と

　

こ
れ
ら
の
項
目
も
踏
ま
え
、
山
積
す
る
道
路
整
備
の
課
題
に
対
応
し
て
い
く

た
め
、
新
た
な
財
源
の
創
設
等
に
よ
り
、
令
和
七
年
度
道
路
関
係
予
算
は
、
賃

金
水
準
な
ど
の
上
昇
も
加
味
し
た
上
で
、
所
要
額
を
満
額
確
保
す
る
こ
と
。

令
和
六
年
五
月
十
四
日

全
国
道
路
利
用
者
会
議

第
七
十
六
回
定
時
総
会


